














































評議貝で学会会）！lJ案をまず作製し，これを評議

会，総会に捉出することとした。

3.次期の役員の推防投票を実施，終了した。

会計報告

黒田会計幹ボより以下報告された。

1．昭和52年度予ねならびに 9月14日現在の収支は

表 1の通りである。

2.昭和51年度収支決狩および昭和53年度予符に関

しては後に議ポとして承認を求める。

協議事項

l．会計の決節および予算について

昭和51年度収支決鍔について表2の通りである

ことが報告され承認された。昭和53年疫予鍔に

関しては表3の安が捉案され，そのまま承認さ

れた。

2.次の第7回研究発表会の開催地に関して協議し

た結果三島市で行うことが了承され，同地区

の評議員がその世話を行うこととなった。

3.評議員，役員の改選について

次期の評議員候補の推蒋，投欺 (9月3日しめ

切り）の集計に関しては，田烏会長より依頼さ

れた上川消，天野悦夫の両会員によって阻票さ

れ．その結果を土川評議員より付表の通り報侶

された。

会則では，評議員の規定数は15名であるが，

第15.16位の得票は同数であり，会長指名者を

含む現評議員の総数は16名であることを考I点

し，評議会として総会に対して16名を推胞し承

認を求め，これがそのまま承認された。

次期会長候補者に関して意見を交換した結

果，評議会は杉村隆評議員を総会に推／忍しこれ

が承認された。なお，同氏は現在在米中である

ので， 帰国をまって田島現会長から正式受諾を

要請することとし，その上であらたに庶肪，会

まで現幹事が仮に＇財務を引続き行うこととなっ

た。

（附記） 11)J4日，田島会長は園立がんセンタ

ーに杉村隆評議員を訪ね，評議員会の議にもと

ずき会長就任を要訥，承諾を得た。

4.学会への改組について

以前より作業を進めてきた学会会則案に関して

評議員会で検討したうえ，これを総会に提出

し，その大要が承認された。なお字旬的な細部

に関しては，杉村氏の局直以後に予定されてい

る学会の発足作業を行う新評議員会に一任する

こととした。

（学会会則に関しては，その後11月28日に行わ

れた新評議員会の議事録を参照のこと）

日本閲境変異原研究会第12回評議員会記録

H時

所

昭和52年11月28日（月）16~19時

三島市

出席者（アイウエオ順 ・敬称略）

石館枯，致田恒夫，菊池康枯，黒田行11/:l,

近藤宗平，白須泰彦，菅原努，杉村隆，

田島弥太郎，土川清，外村品，

西岡 一，早津彦故，松島泰次郎

欠席者

岩原繁雄，遠籐英也

協請事項

1.役員について

杉村会長は，学会発足（昭和53年 1}」1Llを予

定）に当たり，庶務幹事に賀田評議員を，会計

幹事に黒田評議員を委嘱した。その任期はあら

たに施行される学会会則によることとする。会

計監査には，梶原弧会員および沌沢行雄会員を

委嘱したいむね表明された。

2.学会への改組について

前回の総会 (9月16H，吹田市）でその大綱か

承認された日本棗境変異原学会会則案について

さらに検討し，その最終案を作製した。あらた

に贅助会員を設けることとした。さらに字句な

どの点の再吟味した後，全評議員の通党を得た

ものを，昭和53年 1月 1口に予定される学会発

足とともに施行することとする。

3.第3回 EMS国際会議 (1981年日本でOO催を予

定）の準付jについて意見の交換を行った。当血

次の 8人委具会（会長を含め 9人）を設けて検

討を始めることとした。杉村会長および（以下

敬称略 ・アイウエオ順）石館，賀田，黒田，田

（付表）

JEMS次期評議員推せん投票結果
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島，外村，西岡，早津および松島の各評議員。

4.次回の研究会について，三島地区の評議員に対

して種々要望がなされた。

5.ニュースなどの充実について

学会としての発足を機として， 「環境変異原研

究」と穎する和文誌を前回の研究発表会の特集

として近藤評議員を中心と して編集し，全会員

に配布することとを申し合わせた。

田代グリル
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表 1 昭和52年度予勾並びに収支中間報告苫（昭和52年9月14日現在）

日本環境変異原研究会会計幹ポ 黒田行昭

収入

rJ
 
J
 

I
I
 

文

摘 要

1.昭和52年度会費（1，000円）

2.昭和51年度会費（1，000円）

3. 52年度 Mut.Res.眺読料

(1) Environm. Mut. (6,100円）

(2) Rev. Genet. Toxicol. (6,100円）

(3) Env. Toxicol. Test. (6,100円）

(4) Mut. Res. Complete 

4.昭和52年度JEMSRoyalty 

5.昭和51年度 Mut.Res.眺読料

(1) Environm. Mut. (5,600円）

(2) Rev. Genet. Toxicol. (5,6001リ）

(3) Environm. Toxic. Test. (5,600円）

(4) Mut. Res. Complete 

6.昭和53年度睛読料一部前納金

7.昭和51年度繰越金

8.利 息

合 ．．．． 
ロ

予 算（円） 中間報告 (P」)

200,000 228,000(228人）

20,000(20人） 16,000(16人）

628,300(103人） 646,600(106人）

347,700(57人） 317,200(52人）

353,800(58人） 335,500(55人）

100,650( 1人）

75,000 81,262 

22,400(4人） 16,800(3人）

16,800(3人） 11,200(2人）

16,800(3人） 5,600( 1人）

97,29.:l( 1人） 97,293( 1人）

18,300 

198,404 198,404 

2,000 12,593 

2,079,147 1,984,752 

摘

合

要 予鍔（円） 中間報告（円）

1．昭和52年I)'.Mut. Res.購読料

(1) Environm. Mut. (52Dfl) 

(2) Rev. Genet. Toxicol. (52 Dfl) 

(3) Env. Toxic. Test. (52 Dfl) 

(4) Mut. Res. Complete(861Dfl) 

2.昭和51年度 Mut.Res. Complete 
(640 Dfl) 

3.昭和52年度本部納入金

4.郵便代（通信料，送金手数料）

5.印刷校（ゼロックス代，タイプ代，
印刷代）

6.泊耗品致（文具， 封筒代）

7.会議投（評議委員会経役）

8.その他

9.予偏伐

dト

628,300(103人）

347,700(57人）

353,800(58人）

100,650(1人）

35,000 

100,000 

50,000 

50,000 

100,000 

50,000 

263,697 

2,079,147 

完 額残J
り

゜

623,793 (106人）

342, 142(59人）

348,042(59人）

97,680( 1人）

70,985( 1人）

31.029 

246,637 

47,200 

10,984 

99,733 

4,800 

゜
1,923,025 

I 

61,727 
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表 2 昭和51年度収支決算報告書（昭和51年 1月～12月）

日本環境変異原研究会会計幹事 黒 田行昭

収入

昭和50年度繰越金

昭和51年度会費（1,000円X183人）

Mut. Res.誌購読料

(1) Environm. Mut. (5,600円X76人）

(2) Rev. Genet. Toxicol. (5,600円x29人）

(3) Env. Toxicol. Test. (5,600円x34人）

昭和50年度会按 ・購読料未納者入金(23人）

(A) 5,800円X2人

(B) 4,800円X1人 37,400円

(C) 1,000円X21人

昭和50年度 JEMSRoyalty 

昭和52年度会毀納入金(9人）

昭和51年度第5回環境変異原研究発表会連営委員会より寄付金

利 息(4回分）

t
 

,
,
•

1口合

16.234円

183,000 

425,600 

162,400 

190,400 

37,400 

58,355 

9,000 

30,000 

2,570 

1,114,959 

支出

Mut. Res.購読料（①78人 ②31人 ③37人）

EMS本部納付金（昭和51年度分179人）

郵便代（通信料，送金料）

印刷毀（ゼロックス代，タイ プ代，領収書印刷代）

消耗品般（文具，封筒代）

会議毀（評議委員会経費2回分）

その他（通関税，運送賽，タイプ謝礼）

合

残

計

一
金

昭和51年度 繰越金

753,979「J

26,850 

47,520 

28,835 

4,400 

39,200 

15,771 

916,555 

198,404 

198,404 

表 3 昭和53作股予狩↓1:

ト1本霰様変鉗原研究会会計幹'|i 黒 Lfl 行 II{{ 

収入

ー会 貨

摘

＿

要 予覧 （円）

(1)昭和53年疫 (2,000円）

(2)昭和52年度(1,000円）

( 3 ) 昭和51年I¼'. (1,000円）

2. Mut. Res.誌）I！り読料

(1)昭和53年度

a. Envirom. Mut. (12,600円 Vol.53, 54) 

b. Rev. Genet. Toxicol. (6,300円 Vol.55) 

c. Env. Toxicol. Test. (18,900円 Vol.56, 57, 58) 

d. Mut. Res. Complete(l66,725円 Vol.49~58) 

(2)昭和52年良

a. Environm. Mut. (6,100円）

b. Rev. Genet. Toxicol. (6,100円）

c. En v. Toxicol. Test. (6,100円）

(3)昭和51年度 Mut.Res.購読料

3.昭和53年度 JEMSRoyalty 

合 ..ii• 

460,000(230人）

14,000(14人）

4,000(4人）

1,335,600 (106人）

371.700(59人）

1,115, 100(59人）

166,725( 1人）

0(0人）

42.700(7人）

24,400(4人）

91,385(3人）

120,000 

3,745,610円
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日本環境変異原学会会則

支出

摘 要 予鍔（円）

1.昭和52年度 Mut.Res.購読料

(1) Environm. Mut. (107Dfl Vol. 53, 54) 

(2) Rev. Genet. Toxicol. (53.5Dfl Vol. 55) 

(3) Envir. Toxicol. Test. (160Dfl Vol. 56, 57, 58) 

(4) Mut. Res. Complete (1425D£1 Vol. 49~58) 

2.昭和52年度本部納入金

3.郵便代（通信料，送金手数料）

4.印刷投（ゼロックス代，タイプ代，印刷代）

5.消耗品投（文具，封筒代）

6.会議毀（評議委員会経費）

7.その他

合 計

66,485 

3,745,610円

第1条本会は日本環境変異原学会 (TheEnviron-

mental Mutagen Society of Japan) と称

する。

第2条本会は人間環悦における突然変異原，特に公

衆の健康に重大な関係を有する突然変異原の

研究を推進することを目的とする。

第3条本会の会員は，正会員および校助会員とす

る。正会員は本会の趣旨に賛同し，現境変異

原の研究に必要な知識と経験を有し，定めら

れた会費を納入した者，賢助会員はこの学会

の事業を後援し，定められた会毀を納入した

個人または法人とする。

第4条本会に入会を希望するものは，所定の申込

書に記入の上，本会事務所に申込むものとす

る。入会の可否は評議員会において決定す

る。

差引残額

1,335,600 

371,700 

1,115,100 

166,725 

40,000 

250,000 

200,000 

50,000 

150,000 

゜ 第5条 会員は毎年会致を納入しなければならない。

次年度の年会投の額は評議員会において審議

し総会において定める。

第6条本会はその目的を逹成するために次の事業を

ノー ｀ イゴつ。
1.年 1回大会を開（紺し，学術上の研究成果

の発表および知識の交換を行う。

2. Mutation Research誌の特別巻を特価

で購入販布する。

3.国際環境変異原協会に加入し，国際協力

に必要な活動を行う。

4.その他本会の目的を達成するために必要

な活動を行う。

第7条本会に次の通り役員および評議員を笠く。

会 長 1名， 庶務幹事 1名，

会計幹事 1名， 会計監査 2名

および評議員若干名。

評議員は全会員の投票により選ぶ。

会長は評議員の互選によって定める。

庶務幹事会計幹事および会計監査は会長が

委嘱する。

この他会長は必要な場合には会員の中より若

干名を指名し総会の承認を得て，評議員に加

えることができる。

役員および評議員の任期は2年とする。

役員が同じ任務に引続いて就任する場合には

2期をもって限度とする。

第8条 評議員会は会員を代表し，事業計画，経毀の

収支予鍔決鍔およびその他の重要事項につ

いて審議する。

第9条本会は年 1回総会を測く。

総会において会則の改廃制定，予鉢 ・決算の

承認，その他評議員会において審議した重要

事項の承認を行う。

第10条 本会の事務執行機関は会長および 2名の幹事

をもって構成する。

会長は執行機関の長となり，また本会を代表

する。

第11条本会の事務は胎年による。

附記

1.本会則は昭和53年 1月1日より施行する。

2.本会は事務所を

静岡県三烏市谷田1111番地に四く。

3.正会員および笠助会員の会賀はそれぞれ年額

2,000円およびj20,000円とする。

ただし， MutationResearch誌の特別巻の

配布を希望するものは，会費の他に別途定め

る購読料を本会へ前納するものとする。
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— 編集後記 ＿

日本環境変異原研究会は発展して学会と改称。それにあまりおくれをとらず 「環境変屎

原研究」の創刊号がやっとできる。表紙は石井裕氏の創作で，白い右上が りの太い曲線は

投`与最反応曲線..0 印刷の寸前に，杉村隆博士に「米国環境変異原学会賞」が授けられ

るという 朗報がまいこむ。急拠特別記事を加えた編集に改変。本誌は，ずっとまえに評議

員会でその有用性を承認され，その発刊の責任をお引うけしていたもの。いろいろの事情

でこのようにおくれ，しかもこのような形になりました。私をたすけて， 原稿をおよせ下

さったのに，いただいた原稿のかなりのものをのせなかったし，のせたものも， 著者に断

りなく短縮 ・改変し，しかも著者校正をお願いしなかった。諸般の事情を御賢察の上，こ

れらの点御許しのほどお願いします。

編集にあたっては，不馴れな私をよく助けて下さった， 石井道子，梁治子，池永満生，

石井裕の諸氏に感謝する。本誌の発行は，中富社の上杉豊氏の多大の御骨折りに負う所が

多いことを付記して，感謝の言葉にかえる。
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